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4 月 8 口、 町内 5 つの小学校で - 斉に入学式 

が行われました。 

夢と 希望に胸がいっぱいの 新 1 年生たち一一。 
  

6 年生のお兄ちゃん、 お姉ちゃんたちが 優し 

くお世話をしてくれました。 

( 写真 は 、 海老漢小学校 ) 
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$  6  %  ち 中部保育所の 会計予算を表現してく 子供 た ： Ⅰ ち - 旭 が - @  、 し 一 え 般 ㌦ 
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3 月定例議会 ガ 3 月 6 日ガら 26 日まで 開ガね 、 平成「 0 年度の予算 ガ 決まりました。 

一般会計の予算総額は、 70 億 2,800 万円とな -3 ており、 昨年度より 0 Ⅱパーセント 

の 微増となっています。 長引く経済不況などの 不安定な社会情勢の 中、 何としても 

簡素行効率的な 行財政の運営を 行うための行政改革に 取り組みな ガら 、 第三次総合 

計画に定めた " ひ とづくし まちづくり " の施策を実現するための 事業を予算に 盛 

り 込みました。 

そのあ らましや主な 事業について 紹介します。 
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特別会計     
公営企業会計 
町 には、 一般会計のほかに 特定の目的の 
ために設けられた 5 つの特別会計と 1 つの 

公営企業会計があ ります。 これらの会計は、 
全町民を対象とした 一般会計とは 違い、 特 
定の収入を特定の 支出に充てるため、 会計 
ごとに独立採算を 基本としています。   

  
国民健康保険は 、 皆さんが、 けがや病気 

などになった 時に 安Ⅰ 、 l--0 治療が受け       

れるように                                                                                                                         
本にできた社会 4% 批 制度の ・ ず こす、   
昨年度から医療化が 2.6 パ 一 ヒ ｜ ） Ⅰ Ⅱ ひ 人 を 示し、 医療費の l. 捌 ・が心配されま づ 

国民健康保険事業特別会計 
  

21 億 3,847 万円 

 
 

  
住民のⅡ ，ん ㈹老後に                                                                                 
と医 甲の確保を図るため、 病気の予防や 治 

療 、 機能訓練など㈹ 保捷事 栗を総合的に 実 

施して、 保健の向」 : と老人福祉の 増進を図 
ることを目的とした 特別会計です」 

老人保健事業特別会計 
40 億 1,059 万円 

  
古本捕                                                                                                                                                                           
老津区 、 戸初口答区の 笛 埋設下車・や 処理場 

の 汚泥処理施設の 建設を行います。 ド 水道 
  普及率は、 fl パーセントに 達しま -% 。 

公共下水道事業特別会計 
14 億 5,065 万円 

処理場施設の 詳細 戊 nl. ゃ 処理場用地の 買 
収、 及び手打区の 管理 設 Ⅰ 臣 ・を行 いまづ - 。 

農業及び漁業集落排水事業特別会計 

3 億 6,607 万円 

ズ ・ だ央 地区の味 " ボ備 ・ 故 山を図るための 

宇キ で、 借受 考からの回収金と 公 t;fY'C 條遷 
のためのも (7) です。 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 

492 万円 

岡垣町は 、 ぶ， 由で 良 的な地下水の 恵みを 

受けで、 水不足による 断水はあ りません。 
今年度も白りの 浦浄 でおいしい 水 を供給し 
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二ち   

  250 万円映像広報制作・ 放映事業 
（ 

      
  

    i ミ一 " 一 @-   """ ニ一一 一   

紙面だけでは 伝わりにくい 行政の カ                                                                                             

緩 、 イベントの・ 情報などを映像と ロ 声による情報，で 甘 さ 

んに伝え、 創意と活気に 満ちた K ㍑ ぼ活 ・勒をめざします。 

ノ 

万円高齢者実態調査 380     
  

    10 世紀 め 集大成   ; そして 新   

  甘 ・ 、 ""   た ミニ 三                                                               

6, ㎝ 0 人を超え． る 65 版 以                                                             家 に、 介 謹 めノ   囲垣ワンリーアイ 第 2 期施設 
要 度合 いや 介護サービス、 利用の意川などを 調査し、 来る ロ り .380 ( 体育館 ) 整備事業 
べき介護保険制度導入に 当たっての基礎データとします」 

民生委員による 面接調査とコンサルダントによる 解 小斤を 万円 第 3 次総合計画の 主要事業であ る ぉ ;" 
合ふれあ い公団 ( 岡垣 サンリーアイ @ 

行 います。 の 第 2 期工事として、                   ホール 
の 機能を俳 せ 持つ総合体育館の 建設を 

終了し、 11 月から建設工事に 着手の見     
れています，   

し でいます， 

まちづくしホランディアの @ 舌動 促進と、 li 川 @ 巳のまちづ       

くりの 取 り組みを内覚にアピールするため、 5 月 30 日・ 31               

日の 2 口問にわたりフォーラムを 開催します。 その他の 一一       
①都市計画街路 [ 赤井手～ 源 千郁 線コ 改良事業   2 億 U 月 60 ガ 円 

0 保育所設備整備事業                                           1,550 万円 

0 特定地域開発就労事業                                     8,520 万円 

0 ため 池 整備事業                                                       
国帝ポ，を 招致し、 中学・ 校 

4,f690 ガ 円 

での英語 指迫や 、 地域 レ ① 町道 改良事業                                                 1 億 1.070 万円 

ベルで住民と 交流を図る 0 急 傾斜地崩壊防止対策事業                         3,040 万円 
ため様々な国際交流 ィベ 

0) 下水路改良工事                                                       
ント を行いまず、 また、 

6,200 万円 

今年度はオーストラリア 0 町 常住宅改修事業                                                 1,600 万 W 

からの中学生を 町に受け 
①海老漢小学校大規模改造事業                   7,760 ガⅢ 

入 れます。 
八ロウィン・ / く一ティー             ①家屋等鉱害復旧事業                                           8,070 ガ 円 

O
 





管財課が誕生 

公
共
施
設
の
建
設
や
 

維
持
管
理
補
修
を
 

効
率
的
に
 

進めるため、 4 月 1 日から役場の 機構を下図 @   

の よ ・ - うに変更しました。 なお、 土地開発公社に         

ついては、 管財課で兼務することになります。   

内浦に花見の 漸・を「所出現。 町 道内浦 湯 Ⅱ @ 線の通称、 ゆう ヵ ・ L 

い坂 周辺の桜並木を 町が花見のできる 遊歩道として 整備した 

  ンディア " 内浦の活・性化を 考える会。 が中心となり、 出店や 

Ⅰ 系 Ⅰ 系 ネ士   

こと、   公共建物の建築・ 補修、 町常住宅に関     

すること、 などの業務を 行います。   

    
    拓フ     
    
デ     ． 一 

臼田 
- ニヱ姉姉冬至二村 ヒ 

    
  。 毛毛毛 A."- 
    

  

ら     Ⅰ                                                                                                               
    Ⅰ ， 

oo   

@                   人事   
4 月 ] 日付 (  ) は前職   

  

甘課 長 級ル 
    

力根大司耳管財課長兼務土地開発公社専務局   

委員 ふ八   ⅠⅡ 
民 館長 ( 土地朋党公社 廿務 局長 ) 
( 係長級 ) 
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 課俺廉 対策係長 ( 税務課徴収係長Ⅰ レ 日高敏彦姉   世界各地の踊 ， ,) を 紹介しながら 踊りで世界 -, 同 しようと " 国際 踊 りと 演 

管財課 管財 係長 ( 雙市 対策 毘健束 対策 係提 ) 泰令 - 、 ・ Da@lr,R Arnllnd 血 e W0rld@  が 3 同 15 円、 ll, 央 公民館で開かれま 
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この ロ 、 披露されたのは 8 か同                                                                                                                                   

)
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三角
美紀
子二
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水
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課
 
民
 
廿
 

"
 

レ
 

)
 

吉村
三子
三東
部保
育所
 

(
 

中
 

(
 

東
部
保
育
所
 アジア・オセアニアに 戻っでロ本に 帰っできます・ 県内の国際交流 員 や留 

部 保育所 ) レ 吉田 茂 - 管財課 ( 建設課 ) レ 学生などⅡ人の 外国 ノ くが、 それぞれの回の 衣装をまとい 踊                                                                   

川原政人目福祉課 財課 ( 総務課 @% 能見 ( 町民 課 靖 二管財課 ) 防 柴田雅之二管 ( 総務課 @    ていきました。 ヨーロッパ リ、 降は、 参加者約 60 人全員が輪になって 外回の 
踊りに挑戦，締めくくりは、 川面名頭を踊ってフィナーレとなりました、   

シ ミ ヒ島 ・ 康代 二管財課 ( 総務課 ) レ 小早川久美Ⅰ 

中部保育所 ( 東部保育所 ) レ弼 永久美姉東部 ' 
指蝉 にあ たった外国人たちは、 前日から町内の 家庭にホームステイして 

いました。 ホストファミリ 一になった窪田まゆみさん ( 野間二 ) は 、 ． 昨 

保育所 ( 山田小 ( ) 中部保育所 レ 河野紀子二山田小 ) レ原 店子二戸初心 ( 内浦 小 ) 怪   日 はいっしょにカラオ ケ に行きました。 今日は楽 l, くて思わず盛り 上が   
下木まゆみⅠ山田小 ( 戸 ・の小 @ 吉満洋子二 海   :  でしまい踊り 続けたので、 明日は筋肉痛かもしれません : また、 このよ う 
君津山 ( 東部保育所 ル豊 福るみ子二束部保育 な イベントをやっでもらいたい " です。     と 語っていました。   

所 ( 海老津山 ) レ 伊藤久美 二 内浦山 (lt Ⅲ 小 ) 

O
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フェス タ汐 はソ 

倖旺 あ い登山Ⅰ き ミテ Ⅰ く Ⅰ   Ⅰ 
  

      ，ソ /@@..,, （           捧坤 Ⅰまぜだ 甘 。   
今度のふれあ い 登 ll@ 、 楊 川山 に登りま 
                                                          さん、                                                       
  ださい。 保護者の参加もお 待ちしでいます。 

  春の 一 けを 楽 !, く 過ご・しましょう     
集合時間 5  月 23 口 ( 上 @  午 ・ 前                                                 
Fl 目 ょ 、 中上します ) 

  集合場所 西部公民館 
  持参する物 弁当・水筒 

; 問い合わせ 囲垣 登 Ⅲ連盟、 横矢年行 
  
  呑 2 8 2 一 9 2 1 2 へ   

- フリーマーケリ ト 出店者募集 - 
活気あ ふれる海老津の 街をつ 

くろうと、 今年で第 2 回を迎え 

た 花咲商店街組合主催による 
" ふれあ いフェス タ ， 98" が開催 
されます。 
餅 つきやゲーム 大会、 マジッ 
クショ一などの 催しに加え、 フ 

リーマーケットも 開催します。 
多数の参加をお 待ちしています。 
と き 5 月 9 日 ( 土 ) 午前 10 時 
から午後 3 時まで 

ところ 海老浄地区花咲き 商店 
街 一帯     ( フリーマー ケットは 

西日本銀行 横 駐車場 ) 

( フリーマソケット 出店者募集》 
出店料 1 区画 (2 ㍍ X 2 f 訊   500 円 
応募締切目 4 月 30 日 ( 木 ) 
応募・問い合わせ 花咲き商店 
街、 梶原哲也 呑 282 一 0190 へ 

め 参加する人も コーナーてひとつに 読む人もあ は ちて薬しも れ 良 、 友達。 う 。 ご 
「とくしゃの 私書箱 」は、 そんな願 いを 
込めた読者のぺ 一シ です。 

地区の活動まて、 コ楽しかったこと、 また、 悲しかっにことから ィ ラフト・ 4 寸 
マまんか・俳句・ Jl@ などの作品もお 待 
三五ゑ ひ ます。 
応募 先 / 〒 8ll-4233 岡垣町大字野間㏄ 7 
l 岡垣町役場地域振興課・ 広報「とく 

                                      ( 紙上 匿 Ⅹ応募はかきにⅠ 
名も可 ) . 年齢・ 芭 詰番号」をあ 忘れな 

く。 
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「 ま あ の きわ やゆきぬ「 

柴山陽子さん (26 歳・鍋田 ) 
ヤマト運輸㈱ 勤務 

今月のさわや ガ さんほ 、 休みの日は大抵、 岡 
垣の テニスコートでテニスをしているという、 

柴 m さんの登場です。 

Ⅰテニスの ほガ に 、 何ガ趣味は ? 

デニ : ス のほかに、 スキー。 それからお菓子 づ   
くり。 パソコンなどいろいろあ ります。 

Ⅰ今一番、 充実しているなと 感じる時は ? 

今、 テニススクールに．通っていで、 スクール 
で 習ったことが   宰我 に 生かせた @ は、 たきら ら 
くうれしい ケ も ザ寺 らになります。 

Ⅰ今、 一番やってみたいここは ? 

パラクライター とでも 気 3   手ちよさぞう・ 

Ⅰ将来の目標は ? 

早，く テニスが．Ⅱ．達して、 公式試合で ， @ 勝で 

も 多くあ げられるよ う になりたい。 

Ⅰお仕事のほうは ? 

勒 めはじめて 4 乍になりますが、 暇近耶 者が   
変わったため、   毎月覚えることが 山のようにあ っ 

て 、 ほとんど新人 ゃ l 点 !H" 」 ( 、 、 " ほ です。 

Ⅰ町にひここと。 

住宅 力 ，増え - て                     、 物や交通手・ 段などがどん 
どん便利 ¥" なっていくのはうれしいですが、 反 

面 いつまでも、 のどかで、 ゆったりとした W で 
あ って欲しいと 川、 います。 

Ⅰ最後に自己 PR を。 

この場をお借りして ・ 吾                     グラウンド     
デニソ コートが   とても 累爪   らしいコートに 生 - 

まれ変わっています @  平日・上ロともいろん 
な グループが練習しでいますっ 参加しでみませ 
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@ ええ。 ダし 升田 乞ヱ てていま 丁か 人件 冊 機 @ 役て。 すると   
  思っている。 ) 

Steve: ， Oh ， don ， t@ you@ want@ to@ have@ a@ more@ concise 

sch 色 cdule  ? 

な い ので、 やりながら決めると 居 、 ぅ 。 ) 

"Play it by ea ド = improvise as one goes along. 

臨機応変 二 やりながら、 有り合わせでする。 ( いわかろその 

場その場で適当にする。 ) 
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米     酒 
  

0  米を洗 い 炊飯特に入れて④を 加えて 

30 分おいで 炊 { 
0  ゆで   術 、 人参は 3 センチ反さの 細切 
りにする。                                                                                                                                 

分 に切って 5 ミリ幅の綱切りにする。     

0  鍋に⑮を入れて 煮立て、 笥と 油揚げ   
を 入れて煮る。 河 ・がなくなる 直前に人 
容を入れて混ぜる。 
0  ごはんが炊けたらすぐに 0 を 千 ぎわ 
よくのせてふたをする     

@ 一帖 分 ならして全体をさっくり 混ぜ 

0  器によそい、 山 楓葉などが ) 青 みを飾っ 
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入込 っ診 木み人っ 診 7 年 l すん 診 
でみてのこく はでの ン金 79 " への ま ｜ 

% ガな し さ 必 る し表 3  で 届 " ハい巾 だ " い 巾の第 歳 
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ム刈 たガ 者 一サ て 郵送 キ を 
の む診 を希望 磯ム ワ メ レさエ 健 ・ 一に名 月 日 5 でお キ に 名 l １ v, 人 
  

運い 2.3,5 げは 曾 健診の対象者と 受診 料 
行こ 円 月が 、 月         
し い 一 29 % 小 5   
。 ま は 金 り お金 

中 以上の男女                                                                                       で、 %  束 Ⅰ し まさと ト一胃がん検診 土 ; 五保 i ゃ   

請 l- た / 、 の   
成人健診日程 
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まちの広さ                         .48.51V 
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